
伯耆町の町民憲章・木・花が決まりました

【問合せ先】自治振興課　組織管理室　☎68−4211

　お
子
さ
ん
の
ケ
ー
タ
イ
、
イ
ン
タ
ー
ネ

　ッ
ト
の
利
用
は
大
丈
夫
で
す
か
？

　
お
父
さ
ん
！
お
母
さ
ん
！
ご
存
知
で
す

か
？
　
プ
ロ
フ
、
ゲ
ー
ム
サ
イ
ト
、
メ
ル

友
、
ブ
ロ
グ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
・
・
・
。

お
子
さ
ん
が
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
怪

し
そ
う
な
出
会
い
系
サ
イ
ト
じ
ゃ
な
い
か

ら
安
心
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
実
は
、
大
き
な
落
と
し
穴
も
あ
り
ま
す
。

相
手
が
、
同
世
代
の
同
性
と
思
っ
て
メ
ー

ル
を
し
て
い
た
ら
そ
う
で
な
か
っ
た
り
、

う
っ
か
り
名
前
や
学
校
名
を
教
え
て
し
ま

っ
た
り
、
顔
が
わ
か
る
写
真
を
送
っ
て
し

ま
っ
た
り
・
・
・
。

　
近
年
、
ケ
ー
タ
イ
利
用
に
関
連
す
る
事

件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
常

識
で
は
想
像
も
で
き
な
い
ほ
ど

”
簡
単
“
に

子
ど
も
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
ま
た
、
ケ
ー
タ
イ
依
存
症
、

ケ
ー
タ
イ
い
じ
め
も
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。




　危
険
に
引
き
込
む
ネ
ッ
ト
の
力

　
親
達
が
﹁
帰
宅
の
遅
い
と
き
の
連
絡
に

便
利
﹂
﹁
子
ど
も
た
ち
に
せ
が
ま
れ
た
か

ら
﹂
と
い
う
安
易
な
理
由
で
買
い
与
え
た

携
帯
電
話
は
、
子
ど
も
達
に
﹁
新
し
い
遊

び
が
で
き
る
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ズ
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
・
・
・
”
ケ
ー
タ
イ

“
﹂
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
見
知
ら
ぬ
世

界
に
侵
入
で
き
、
情
報
発
信
が
で
き
る
便

利
で
面
白
い
ケ
ー
タ
イ
は
、
持
っ
て
い
な

い
と
落
ち
着
か
ず
、
夜
も
電
源
を
切
れ
な

い
不
安
を
生
み
、
当
然
、
生
活
の
乱
れ
や

学
習
へ
の
悪
影
響
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
無
駄
遣
い
を
生
み
、
危
険
で
違
法
な

買
い
物
、
中
傷
や
い
た
ず
ら
、
悪
意
の
人

と
の
接
触
に
発
展
す
る
魅
惑
的
で
危
険
な

力
を
秘
め
て
い
る
の
で
す
。

　放
任
す
る
大
人
は
不
気
味
？

　
ケ
ー
タ
イ
の
持
つ
危
険
性
は
、
実
は
買

い
与
え
た
親
達
よ
り
、
使
っ
て
い
る
子
ど

も
達
の
方
が
、
は
る
か
に
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
も
最
近
で
は
、
現
実
の
事

件
を
軽
く
み
な
す
こ
と
な
く
、
子
ど
も
に

危
険
性
を
教
え
る
親
も
い
ま
す
。

　
子
ど
も
達
の
こ
ん
な
声
を
紹
介
し
ま
す
。

﹁
父
に
、
買
っ
て
ほ
し
い
と
言
っ
た
ら
、

ケ
ー
タ
イ
に
か
ら
む
事
件
の
こ
と
を
あ
れ

こ
れ
教
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
必
要
性
に
つ

い
て
説
明
し
ろ
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
で
あ

き
ら
め
た
。
﹂

﹁
う
ち
の
親
は
そ
ん
な
こ
と
は
ま
っ
た
く

何
も
言
わ
な
い
。
私
の
こ
と
心
配
し
て
な

い
の
か
な
・
・
・
。
﹂

さ
て
、
お
宅
は
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
？




我
が
家
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う

　
伯
耆
町
の
小
中
学
校
で
は
、
携
帯
電
話

の
持
込
と
学
校
活
動
で
の
使
用
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
万
一
、
家
庭
で
携
帯
電
話
を
使

用
さ
せ
る
と
き
に
は
、
家
庭
で
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
我
が
家
の

ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
電
話
機

能
に
限
定
し
た
契
約
、
メ
ー
ル
使
用
時
刻

の
制
限
や
有
害
サ
イ
ト
を
表
示
さ
せ
な
い

フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
設
定
を
行
う
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。﹁
う
ち
の
子
は
大
丈
夫
。
﹂

と
言
い
切
る
前
に
、
親
に
よ
る
見
守
り
と

利
用
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

︻
問
合
せ
先
︼

　
教
育
委
員
会
事
務
局
　
総
務
学
事
室

　
☎
６
２
︱
０
９
２
７

□


携
帯
電
話
が
も
た
ら
す
危
険
性
を
十
分
知
っ
て
い
ま
す
か
？
子
ど
も
に
教
え
ら
れ
ま
す
か
？

□


携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

□


子
ど
も
に
持
た
せ
る
携
帯
電
話
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
が
必
要
で
す
か
？

□


子
ど
も
に
携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

「よりん彩記念日フォーラム2008」
「わたしが変わる　あなたも変わる　未来が変わる」

これからの男女共同参画社会について参加者の皆さんと一緒に考えます。
日　時　　４月２９日（祝・火）午後１時３０分～４時
会　場　　倉吉未来中心（小ホール）(倉吉市駄経寺町２１２−５）
内　容　　グループ討議とパネルディスカッション等
※参加費無料。どなたでも御参加いただけます。
※パネル展示、バザーも開催します。
【問合せ先】鳥取県男女共同参画センター内実行委員会事務局　☎０８５８−２３−３９０１

伯耆町の町民憲章・木・花が決まりました伯耆町の町民憲章・木・花が決まりました

　伯耆町における｢町民憲章｣、｢町の木・花｣の制定について、町長からの諮問を受けた伯耆

町シンボル選定委員会（公募による町民８名）が、平成１９年１２月２６日から平成２０年

１月２５日にかけて、町の木・花、町民憲章に対する町民の意見を募集しました。

　町の木については１９８件、町の花については２０３件のご応募をいただき、町民憲章に

対しては８件のご意見をいただきました。

　応募いただいた名称、ご意見について委員会で慎重に審議し、住みよく豊かな町の実現を

目指す｢町民憲章｣の作成、｢伯耆町｣のイメージにふさわしい｢町の木｣｢町の花｣の選定を行い

ました。

　３月１０日に伯耆町シンボル選定委員会　野口智弘委員長から町長へ答申書が提出され、

次のとおり決まりました。

選定経過

○町民憲章
　　一．わがまちを愛し、自然と環境を大切にします。

　　一．地域の資源を活かし、活力のある産業を興します。

　　一．歴史や文化を学び、豊かな心を育みます。

　　一．心身ともに健やかで、互いに支え合うまちをつくります。

　　一．みんなの力で、夢と希望に満ちあふれたまちをつくります。

○町の木　「キャラボク」｣　
【選定理由】キャラボクは、常緑樹で枝が硬く、四季を通じて寒
　　　　　　風や乾燥に強く、強靭な生命力を持ち、家庭でも広
　　　　　　く庭木として育てられ、秋には鮮やかな赤い実をつ
　　　　　　けます。
　　　　　　たくましい町の発展と自然・環境を大切にする町づ
　　　　　　くりを願い、町の木に選定されました。
【特　　徴】キャラボク（イチイ科）
　　　　　　本州鳥海山から中国山地の日本海側に分布する常緑
　　　　　　低木。雄雌異株であり、3月から4月ごろ淡い黄褐色
　　　　　　の雄花と淡い緑褐色の雌花をつける。9月から10月
　　　　　　ごろには、果実が赤く熟す。

○町の花　「菜の花」｣　
【選定理由】残雪の大山を背景に一面に咲き誇る菜の花は、伯耆
　　　　　　町に春の訪れを告げるとともに、その色彩の美しさ
　　　　　　と香りで、見る人の心をなごませてくれます。
　　　　　　また、黄色に光り輝く菜の花が、伯耆町の未来を明
　　　　　　るく照らしてくれることを願い、町の花に選定され
　　　　　　ました。

【特　　徴】菜の花（アブラナ科）
　　　　　　もともとは、植物油の原料として栽培されていたが、
　　　　　　丈夫な植物で川原や荒れた土地にも繁茂する。春、
　　　　　　一面に広がる菜の花は壮観。花言葉は｢豊かさ、財産｣
　　　　　　など。

▲二部小学校

▲岸本駅周辺

小
中
高
生
の
ケ
ー
タ
イ
再
考
シ
リ
ー
ズ
②

子
ど
も
の
安
全
は
、地
域
の
大
人

の
目
で
守
り
ま
し
ょ
う

子
ど
も
の
安
全
は
、地
域
の
大
人

の
目
で
守
り
ま
し
ょ
う
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